
差分解析を活用した４巡目橋梁定期点検の高度化・効率化  

と長期包括的民間委託導入可能性調査業務  

業務委託事業者選定審査委員会設置要綱  

 

（目的）  

第１条 差分解析を活用した４巡目橋梁定期点検の高度化・効率化と長期包括

的民間委託導入可能性調査業務の実施に関して、適正かつ公平に審査を実施

するため、差分解析を活用した４巡目橋梁定期点検の高度化・効率化と長期

包括的民間委託導入可能性調査業務委託事業者選定審査委員会（以下「審査

委員会」という。）を設置する。  

 

（所掌事務）  

第２条 審査委員会は、次に掲げる事項について所掌する。  

（１）差分解析を活用した４巡目橋梁定期点検の高度化・効率化と長期包括的

民間委託導入可能性調査業務委託プロポーザル審査に関すること。  

（２）その他目的を達成するため必要な事項に関すること。  

 

（組織）  

第３条 審査委員会は、委員５名以内をもって構成する。  

２ 審査委員会には委員長１名及び副委員長１名を置く。  

３ 審査委員会の委員長及び副委員長は、本市が指定する。 

４ 委員の任期は審査委員会の業務終了時までとする。  

 

（会議）  

第４条 審査委員会は、必要に応じ委員長が招集する。  

２ 審査委員会は、委員の２分の１以上が出席しなければ開催することができ  

ない。ただし、書類の持ち回りにより開催することを妨げない。  

３ 審査委員会の議事は、出席委員の合議により決するものとする。  

 

（意見聴取）  

第５条 委員長は、必要があると認めたときは、審査委員会に、専門的事項に  

関し学識経験を有する者その他関係人の出席を求め、その意見又は説明を聞  

くことができる。  

 

（委員の責務）  



第６条 委員は、公正かつ公平に審査を行わなければならない。  

２ 委員は、差分解析を活用した４巡目橋梁定期点検の高度化・効率化と長期

包括的民間委託導入可能性調査業務企画提案に応募しようとする者に対し便

宜供与等を図ってはならない。  

３ 委員は、審査の過程において知り得た情報を公表してはならない。ただし、  

本市が公表した情報及び審査委員会が公表した情報については、この限りで  

はない。  

 

（審査結果の公表等）  

第７条 審査委員会は、非公開とする。  

２ 審査委員会は、審査の経過及び結果について、公表する事項、時期等を自  

ら決定し、公表することができる。  

 

（事務局）  

第８条 審査委員会の事務局は、前橋市建設部道路建設課が行う。  

 

（その他）  

第９条 この要綱に定めるもののほか、審査委員会の運営に関し、必要な事項  

は審査委員会が別に定める。  

 

附  則 

この要綱は、令和８年６月２日から施行する。  


